












































































































































































女のシングルアルバム「ＬＩＳＴＥＮ ＴＯ ＭＹ ＨＥＡＲＴ」がオリコンの週間チャートで３位
を記録し、今年の９月２３日には、シングルアルバム「奇跡」と「ＶＡＬＥＮＴＩ」がオリコ
ンのデイリー・シングルチャートでそれぞれ２位と６位を記録したと言われている２４）。
ＢｏＡは今年８月に浜崎あゆみら日本のトップスターとともに全国ツアーに参加し、９
月１７日には世界的にも有名なイギリスのポップバンド「ウエストライフ」とデュエットし、
１０月からテレビ朝日で放映する韓国のドラマ「イブのすべて」の主題歌を歌うなど、旺
盛な歌手活動が伝えられている２５）。
韓国の大衆文化がブームになるにつれて、東アジア諸国で認知されるスターが多く出
現している。中国ではテレビドラマを通して、安在旭と金喜善の人気が高く、金喜善は
２００１年の中国のテレビコマーシャルで最も人気のあるＴＯＰ１０のモデルに選ばれたとい
う（電気メーカＴＣＬのコマーシャルに出演）。最近は映画『猟奇的な彼女』を主演した
全智賢の人気が中国の若者の間で上昇しているという。香港のＣＥＴＶが２００１年にアジア
を対象に行った「アジアＴＯＰ１０スター」に、韓国の宋承憲、宋恵喬の二人が選ばれたと
いわれる。この二人はドラマ『秋の童話』を主演したことにより、中国・香港・台湾な
どで人気を得たタレントである。ベトナムでは、ドラマ『火花』『トマト』などの人気で
張東健、金南珠の人気が高く、他にもウォンビン、車仁表、李英愛の人気が香港、台湾
で高いと言われ、最近はドラマ『カラスの靴』を主演した金賢珠の人気が台湾で上がっ
ていると言われている２６）。日本では映画『８月のクリスマス』『シュリ』『ＪＳＡ』、ドラマ
『フレンズ』などを通して、ハン・ソッキュ、沈銀河、李英愛、ウォンビンらが知られ
るようになり、歌手ＢｏＡも注目されている。
ミュージカルにおいても、韓国の活躍が聞こえている。９０年代に韓国の伝統打楽器パ
フォーマンス『サムルノリ』が日本と欧米で人気を集めていたが、近年は食堂の料理士
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らが繰り広げるエピソードと『サムルノリ』のリズムを結合したミュージカルパフォー
マンス『ＮＡＮＴＡ』（乱打）が外国でも人気があり、すでに日本で数回の巡回公演が行
われ、アメリカのブロードウェーにも進出することになったという。アメリカのブロー
ドウェーでは、すでに韓国のミュージカル『明成皇后』が公演されたことがあり、日本
でもこれまで『ＮＡＮＴＡ』以外にも、『地下鉄１号線』『ギャンブラー』『八万大蔵経』
『春香伝』などのミュージカルが公演された２７）。
アニメ・漫画においても、韓国の実力がかなり上がったといわれ、日本のアニメの制
作に韓国人スタッフが加わることが増えており、韓国の漫画が日本と台湾で連載、また
は出版されていると伝えられる２８）。
ＩＴ産業の発達に伴い、韓国ではオンラインゲームの制作が盛んになり、韓国のオンラ
インゲームの利用者が中国と日本で増え始めているという２９）。
韓国料理が東アジア全域で人気を集めていることは周知の事実であり、韓国のファッ
ションに対する注目度も上がっている。数年前から韓国のドラマの影響で中国・台湾・
ベトナムなどで韓国のファッションに対する関心が高くなり、韓国人タレントのファッ
ションを真似る事例も多く出ていると言われる。韓国のファッション業界の中国進出の
ニュースも出ている。日本でも若い女性を中心に韓国の整形美容に関心が上がり、その
ために韓国を訪れる事例も増えている３０）。
韓国のドラマ・映画の人気にあやかって、人気ドラマ・映画の原作を中心とする大衆
小説（通俗小説）が中国で多数出版されているとも言われている３１）。
以上のように、ここ数年東アジアの各地でドラマ、映画、ポップス、ミュージカルか
らゲーム、料理、ファッション、大衆小説など、文化・芸術から飲食・ファッションま
で広い意味での韓国の大衆文化が受容され、歓迎されている。この社会的現象がいわゆ
る「韓流」という言葉で表現されており、何か特定の分野での一過性の人気ではなく、
大衆文化のほぼ全般にわたっており、確かに一つのブームでもある。東アジアにおける
ここ数年の韓国の大衆文化のブームはちょうど８０年代に東アジア各地で起きた日本の大
衆文化のブームとその性質が極めて似ており、両者を比較してみるのも意味のあること
である。
（３）韓国大衆文化が歓迎される理由
東アジアにおいて近年、韓国の大衆文化が歓迎される理由をインターネット上の「韓
流」関連記事から調べてみると、ドラマ、映画、ポップスなどに代表される韓国の大衆
文化は、西洋の大衆文化と日本の大衆文化を本国の文化と調和させることに成功したの
で新鮮な特色があり、なお中国文化圏では儒教の価値観を媒介とする情調的な共感帯が
あるので受け入れやすいという論調が目につく。　　　
韓国のダンス歌謡の破格的な律動性（ダイナミックさ）がバラード中心の落ち着いた
音楽に慣れた中国の若い世代に新鮮な衝撃を与え、多くの韓国ドラマの共通のテーマに
なっている純粋な愛と情熱的な人間関係が商業主義社会に疲れた人々の心を捉え、映画
においては、アクション映画、コメディー映画など韓国映画の題材が広がり、制作技術
が格段と向上したことが韓国映画を面白いと思わせるようにさせた。他にも、個性と演
技力のある新世代タレント・俳優が次々と登場し、彼らの人気に引き付けられて韓国の
大衆文化が好きになっていることも多い。
中国・モンゴル・ベトナムなどからすれば、韓国の大衆文化を通して近代化された豊
かな物質生活、都会的なライフスタイルに憧れる側面もあるように思われる。
韓国の大衆文化の全体的な質の向上と企画力・宣伝手段の発達、社会主義体制のさま
ざまな規制により中国の大衆文化の発達が遅れている点、香港が９７年に中国に返還され
てから大衆文化が低調である点、日本が長年の不景気により大衆文化においても海外進
出が積極的でない点なども韓国の大衆文化がここ数年間東アジア諸国で目立つ要因とし
て上げられている。
とにかく８０年代までアメリカの大衆文化、日本の大衆文化の模倣が多く指摘されてき
た韓国の大衆文化（現在もそのような問題が完全に克服されてはない）がここ数年これ
ほど注目されるようになったのは、一種の隔世の感もあり、この問題についてより深層
的な分析も必要であると思われる。
次に東アジアにおける韓国の大衆文化の問題をこれまで東アジアにおいてアメリカの
大衆文化、香港の大衆文化、日本の大衆文化の受容過程と比較しながらその特徴を分析
してみたい。
２．東アジアにおける韓国大衆文化の特徴
（１）東アジアにおけるアメリカの大衆文化
第二次世界大戦後の東アジアのいわゆる自由主義圏では、アメリカの軍事・経済の強
い影響力の下にあり、文化の面においても、アメリカの大衆文化がこの地域に一種の
「アメリカン・ドリーム」として伝播され、受容された。チューインガム、チョコレー
トなどの食品から、アメリカの最新のファッション、漫画、ウォルト・ディズニーのア
ニメーション、ホーム・コメディーテレビ番組、ハリウッド映画、アメリカ発のジャズ
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などの大衆文化は東アジアの自由主義圏（日本・韓国・香港・台湾）に絶対なる影響を
与え、この地域の生活文化と価値観まで大きく変えたと言える。東アジアにおけるアメ
リカの大衆文化の影響は冷戦終結後も、むしろ中国・ベトナムなどの社会主義圏にまで
広がり、現在もなお東アジアの大衆文化（ポピュラー・カルチャー）の主役の座を占め
続けている。
第二次世界大戦後のアメリカの大衆文化の東アジアにおける受容過程をみると、それ
はアメリカの圧倒的に強い軍事・経済力が背景にあり、同時にアメリカの民主主義・自
由などの理念が大衆文化とともに流入したので、アメリカの物質的な豊かさとアメリカ
の民主主義・自由はともに東アジアの人々の憧れの対象になり、それが「アメリカン・
ドリーム」として夢を膨らませた。アメリカの大衆文化の主な受け手は戦後の東アジア
で形成された中産階級と若年層である。
（２）東アジアにおける香港の大衆文化
一方、東アジアでは７０年代頃から香港の映画、特に武術映画（カンフー映画）が注目
され、８０年代には東アジア全域で受け入れられ、世界にも広まった。ジャッキー・チェ
ン、周潤発、李連傑らの香港の俳優の名前はアジア、そして世界にも知られるようになっ
た。他にも、東アジアの中国語圏（中国・香港・台湾）と東南アジアの華僑社会では８０
年代頃から香港のドラマ、ポップスの人気も高く、香港がアジアの中国語圏と華僑社会
における大衆文化の発信基地であるという点も見逃せない文化現象である。
台湾からは８０年代に歌手テレサ・テンが登場し、欧米のポップスやラテン音楽や日本
の歌謡曲のカバー曲により、アジア全域でファンを獲得した。台湾の映画は８０年代後半
から東アジアで注目されるようになり、候孝賢監督の『非情都市』が８９年にベネチア国
際映画祭で金獅子賞を受賞し、蔡明亮監督の『愛情万歳』が９４年にベネチア国際映画祭
でグランプリを獲得するなど、国際的に評価される作品が幾つも出現した。映画につい
て言えば、８０年代から中国大陸でもいい映画が多数制作され、張芸謀・陳凱歌らの監督、
鞏俐・章子怡らの俳優が国際的に評価されている。ただ、現在のところ、台湾からは一
部の映画以外は東アジアで広く受容される大衆文化が量産されておらず、中国大陸も映
画以外は大衆文化の世界において目立つような躍進が見られない。これはおそらく、台
湾は大衆文化の市場規模が小さいことにより、商業性に依存する大衆文化が成長しにく
く、中国大陸では体制上の特性から大衆文化に様々な規制がかかり、また大衆文化が文
化産業として成長する経済的基盤、ノウハウが蓄積されていないように思われる。
以上のように見てみると、東アジアの中国語圏でも香港の大衆文化の存在感が大きく、
東アジアにおいてこれまで香港が物流・情報の中心にいたこと、イギリスの統治下で自
由主義社会であり、文化的に西洋と東洋の中継地（特に中国語圏で）のような存在であっ
たこと、同地域において経済が相対的に発達していて、文化産業が形成する経済的基盤
が存在したことなどがその背景にあったと考えられる。
（３）東アジアにおける日本の大衆文化
１９８０年代から東アジアにおける日本の積極的な経済進出と並行して日本の大衆文化が
東アジア諸地域で受け入れられた。８０年代から日本で発明されたカラオケが各国に広ま
り、それと同時に日本の歌謡曲が広い範囲で歌われ、日本の多くのテレビドラマが東ア
ジアの各地で放映された。『東京ラブストーリー』や『１０１回目のプロポーズ』などのト
レンディ ・ードラマに人気が集まり、特にＮＨＫの連続ドラマ『おしん』は大きな話題を
呼び集め、おしんの成功物語は東アジアの人々に大きな感動を与えた。８０年代の当時は
チャゲ＆飛鳥、谷村新司、光ＧＥＮＪＩ、山口百恵といった日本の歌手やタレントの人気が
高かった。日本の映画も注目され、中国では高倉健、山口百恵の名が知れ渡った。筆者
自身が８０年代前半の大学生だった頃、山口百恵主演のドラマ『赤い疑惑』の放映の時間
になると学生たちが勉強を止め、テレビに見入っていた情景が今も脳裏に残っている。
同時に『ドラえもん』『ちびまる子ちゃん』『クレヨンしんちゃん』『セーラームーン』な
どの漫画やアニメにも人気が集まり、日本のファッション、焼き鳥・寿司などの日本料
理も歓迎された。
８０年代から９０年代の前半にかけて日本の大衆文化は東アジア（東南アジアも含む）で
ブームを引き起こしたのである。現在はこの時期ほどの熱気は見られず、特に日本のテ
レビドラマの存在感が見えなくなっている。それでもポップスの世界では、数年前は安
室奈美恵、最近は宇多田ヒカル、浜崎あゆみらの人気が高く、日本のアニメ、漫画は依
然東アジアにおいて主導的地位を占めている。宮崎駿監督のアニメ映画『千と千尋の神
隠し』が最近韓国で観客が２００万人を突破するほどのヒット作になっている。
８０年代に日本が東アジアで積極的な経済進出を進めた時期と並行する形で日本の大衆
文化が東アジアで受容された。こういう事実から分かるように、日本の大衆文化の背景
には日本の強い経済力が存在し、豊富な資本と技術力をバックに大衆文化が産業として
成立し、消費者に魅力のある文化商品を提供できたことが日本の大衆文化が東アジアで
広まった大きな理由であろう。一方、受け入れ側にしても物資的に豊かな国―日本への
憧憬という心理的要素も働いたものと考えられる。
同時に、これまでのアメリカの大衆文化とは一味違う、西洋的な要素と東洋的な情緒
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がうまく調和された日本の大衆文化に東アジアの人々が新鮮な魅力を感じたのも事実で
ある。日本の大衆文化の持つ一つの特徴が立教大学の五十嵐暁郎教授が指摘する通り、
西洋的な感性をアジア的に読み換えた日本の『翻訳』文化にあり、欧米オリジナルの文
化がこの日本の『翻訳』文化によって東アジアで受容しやすくなっていたのは確かであ
ろう３２）。事実、戦後の日本の大衆文化の中身の多くは欧米に源流があり、日本がそれを
うまく吸収し、再創造したものである。このような特徴は香港の大衆文化、韓国の大衆
文化の場合も指摘できるところである。
中国では日本の大衆文化が受容された時期がちょうど長い間の鎖国体制から経済の改
革開放に向かう頃であって、社会主義の硬直した文化芸術に疲れた人々に繊細で優雅な
感じを与える日本の大衆文化はとても新鮮なイメージとして映ったものである。８０年代
から９０年代前半にかけて韓国では公式的には日本の大衆文化が禁止されていたが、それ
でもさまざまなルートを通して日本の大衆文化が韓国に広範に流入し、日本の大衆文化
のコピーもこの時期に最も盛んに行なわれていた。日本の大衆文化が成長期の韓国の大
衆文化にさまざまな影響を与えたことは明らかである。
日本の大衆文化には、アメリカの大衆文化ほどの民主主義・自由などの明確な理念に
欠けているとも言われるが、ドラマ『おしん』に日本人の勤勉性がメッセージとして伝
わり、テレビのアニメ番組『一休さん』は子供向けに日本人の道徳感を教える内容になっ
ているなど、日本社会固有の価値観、美意識などがそこに表現され、受け入れ側に影響
を及ぼしていたのである。
（４）東アジアにおける韓国大衆文化の特徴
以上のように東アジアにおけるアメリカの大衆文化、香港の大衆文化、日本の大衆文
化の受容過程を考察してみると、韓国の大衆文化の特徴がより明確に見えてくる。
まず、東アジアにおけるここ数年間の韓国の大衆文化の受容は韓国社会の経済発展に
伴う文化産業の発達に直接的な理由があると考えられる。経済的発展によって大衆文化
が文化産業として成立し、資本と技術の蓄積、人材の発掘と育成、積極的なマーケティ
ング戦略などによって東アジアで商品性と競争力を獲得していることである。韓国のテ
レビドラマはＫＢＳ（韓国放送公社）、ＭＢＣ（文化放送）、ＳＢＳ（ソウル放送）などの複数
の放送社の競争体制下で制作され、厳しい競争によって質のよい作品が大量に制作され
ている。ここ数年間は韓国のテレビドラマの全盛期であり、実に多くのドラマが制作さ
れ、これらのドラマが次々と新しいタレントを輩出している。韓国映画は９０年代末まで
は東アジアにおいても目立つ存在ではなく、国内においては本国映画の上映を義務つけ
る「スクリーンクォーター制度」によって映画が保護されてきたが、９９年に映画『シュ
リ』が大ヒットした頃から、ここ数年間に次々とヒット作が登場し、韓国社会で映画に
対する関心が急速に上がっている。これには韓国社会の民主化の進展に伴い、映画に対
する規制がなくなり、映画の題材が多様化したこと、大手企業の参入により豊富な資本
が映画制作に投入できたこと、多くの高等教育機関に映画演劇学科が設けられ、監督・
俳優の養成が体系的に行われたことなどが理由に上げられる。韓国映画は長い間商品性
に欠け、国際的に評価される映画も韓国社会の特殊性を強調するものが多かったが、こ
こ数年間は娯楽映画が多くなり、制作技術が一段と向上したこともあって、商業的にも
成功しつつある。韓国のアニメ・漫画もここ数年間発展が早く、裾野が広がっている。
ポップスの世界でもここ数年の発展が目覚しく、大勢の個性のあるミュージシャンが登
場し、海外公演に成功する事例も増えている。
次に、東アジア社会全体の発展により、大衆文化に対する需要が高まり、多様性を求
める傾向が強まるところに、韓国の大衆文化が一味違う特色を持って新鮮な感じで受け
入れられていることである。最近の日本で上映される韓国映画は、ハリウッド映画、日
本の映画とも違い、且つ派手なアクションも多く、観る楽しさがあるところが人々の関
心を引き寄せている。東アジア各国で人気が出ている韓国のドラマも若い男女の愛、家
族問題などを主題とするものが多く、外国の人にも分かりやすい上に、純粋な愛と情熱
的な人間関係が人々の心を捉えることが多く、近代と伝統がよく調和された社会という
イメージが魅力的でもある。時代劇など過度に韓国的な色彩を帯びているものよりは、
現代の社会生活を反映していて、普遍性があり、韓国的特性が加味されたものが歓迎さ
れている。　
それから、韓国の大衆文化が東アジアにおいても特に中国語圏、ベトナム・モンゴル
などの中国文化圏で歓迎されている点も注目される。同じ東アジアにおいても、日本で
韓国の大衆文化を見る目と、中国・香港・台湾などが韓国の大衆文化を見る目には温度
差のようなものがあり、タイ・マレーシア・インドネシアなどの東南アジアでは韓国の
大衆文化が中国語圏ほど注目されていない事実を見ても、文化の共通性という要素が働
いているように思われる。韓国（朝鮮）は歴史的に中国文化圏に属し、そのような背景
が韓国の大衆文化を中国語圏・中国文化圏で受け入れやすくする一つの要因であろう。
もちろん経済的・社会発展的差異があって、同じ内容も日本で反響がないものが、中国
で反響を呼んだりすることもある。
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３．東アジアにおける韓国大衆文化の展望
本稿では、これまで東アジアにおける韓国の大衆文化の現状と特徴を調べてみたが、
東アジアにおける韓国の大衆文化の今後の可能性についても簡単に触れてみたい。東ア
ジアにおける韓国の大衆文化の受容はここ数年のことであり、韓国の大衆文化自体も流
動性のあるものであるから今後の展開を簡単には予測し難い。それでも文化産業の成長
による技術とノウハウの蓄積、新世代俳優・歌手の台頭と活躍、グローバル時代に合わ
せた海外との積極的な交流と合作、政府の積極的な大衆文化振興策など韓国の大衆文化
が継続して発展する好条件が揃っている。東アジアにおける韓国の大衆文化の現在の人
気には幾らか一過性のものがあるが、堅実に発展していけば韓国の大衆文化は東アジア
において独自の位相を持ち続けると考えられる。
東アジアにおけるここ数年間の韓国の大衆文化の人気は、東アジア社会全体の発展に
より、大衆文化に対する需要が高まり、多様性を求める傾向が強まっているところに現
れた社会現象であり、東アジアの均衡のとれた文化発展のためにも好ましい現象である。
今後は中国・台湾の大衆文化の人気、そしてベトナム・モンゴルなどの大衆文化の人気
へと続いて行けば、東アジアの大衆文化はより多様化され、グローバル化されるはずで
ある。
注
１）東アジア世界をどのように定義づけ、概観するべきかは、必ずしも明確ではない。東アジアは、北
アジアないしは北東アジアという地政学的な定義とも重複する場合があり、歴史的にみてこの地域
で強い影響力をもった中国を中心とする、漢字と儒教を共通の文化とする中国文化圏を東アジアだ
と規定することも多い。しかし、中国文化の影響は少ないが、地政学的に東アジアから分離しにく
いモンゴルやチベットがあり、地理的に東南アジアに区分されるベトナム、シンガポールは文化的
には中国文化圏に属する。一方、マレーシア、タイなどは華人社会の存在によって中国文化とも密
接な関係がある。そのために、狭義の東アジアは、中国（香港・台湾を含む）、朝鮮（韓国）、日本、
ベトナムを指し、広義の東アジアは、モンゴル、シンガポール、マレーシア、タイなどが含まれる。
本稿で、韓国の大衆文化の受容が報告されている地域は、狭義の東アジアであり、そこにモンゴル
が加わっている。
２）大衆文化（英語では、ｐｏｐｕｌａｒ ｃｕｌｔｕｒｅ、ｍａｓｓ ｃｕｌｔｕｒｅ）とは、多量性・均質性・複製可能性・土
俗性・匿名性・流動性を内包した産業社会の文化現象の特徴を示す用語であり、大量生産―大量流
通のシステムから出現した流行文化・消費文化、大新聞・テレビ・ラジオなどのマスメディア産業
が媒介する視聴覚文化、様々なレベルの複製技術メディアの技術革新が媒介する複製文化、均質化
された労働者の生活様式を前提とする中流生活文化、他にも低俗・通俗文化、風俗文化、都市民衆
文化・民俗文化などが、普通大衆文化と呼ばれる。本稿で韓国大衆文化として取り上げているのは、
主にドラマ、映画、ポップスなどである。
３）ＣＬＯＮとＨ．Ｏ．Ｔの北京公演の成功から「韓流」という新造語が生まれたという記事は多数のメディ
アが伝えている。本稿では、韓国の雑誌『月刊朝鮮』電子版の２００１年１１月号（朝鮮日報社刊）の記
事「中国と東南アジアにおける韓流」、韓国の新聞『朝鮮日報』電子版の連載記事「韓流の中に国の
進むべき道がある」（２００１年８月２６日・２７日・３０日付記事）、韓国の新聞『東亜日報』電子版の２００２
年８月１３日付の韓中修交１０周年特集記事に依拠している。
４）同上の三つの記事による。
５）例えば、韓国の『朝鮮日報』『東亜日報』『中央日報』、日本の『朝日新聞』『東京新聞』、中国の『光
明日報』『北京青年報』などの新聞、韓国の雑誌『月刊朝鮮』などがそれである。
６）韓国の新聞『ハンギョレ』電子版の２００１年１１月５日付の「朱鎔基韓流ブームのため韓国人俳優の名
前も分かっている」という記事による。
７）以上のような事実は、前掲の『月刊朝鮮』電子版の２００１年１１月号の記事と『朝鮮日報』電子版の連
載記事「韓流の中に国の進むべき道がある」（２００１年８月２６日・２７日・３０日付記事）、『東亜日報』電
子版の２００２年８月１３日付の記事による。
８）同上の三つの記事による。
９）以上のような事実は、韓国の新聞『スポーツ朝鮮』電子版の２００２年１０月１１日付記事「崔智友、台湾
『金馬奨映画祭』のプレゼンターに招かれる」、韓国の新聞『ＳＰＯＲＴＳ ＴＯＤＡＹ』電子版の２００２年
９月２９日付記事「イ・ミヨン、私も韓流スター」による。
１０）以上のような事実は、韓国の新聞『東亜日報』電子版の２００２年８月１８日付記事「韓国のドラマが初
めて日本のテレビで放映」と韓国を紹介するインターネットサイト『ＡＬＬ ＫＯＲＥＡ』（日本サムス
ン株式会社運営）の芸能ニュースによる。　
１１）以上のような事実は、韓国の新聞『ＳＰＯＲＴＳ ＴＯＤＡＹ』電子版の２００２年９月２２日・２７日付記事
「イ・テランが中国の南京でファンサイン会」「キム・ユミ韓中合作ドラマの主演女優に」、韓国の
新聞『無等日報』電子版の２００２年１０月３日付の記事「『Ｂａｂｙ ｖｏｘ』のキム・イジ韓中合作ドラマ
『北京―我が愛』に出演」などによる。
１２）以上のような事実は、韓国の新聞『中央日報』電子版の２００２年７月１６日付記事「テレビドラマで日
韓交流『ソナギ（夕立）』」と前掲の『ＡＬＬ ＫＯＲＥＡ』企画の「韓日合作映画＆ドラマ特集」による。
１３）以上の他にも、『ペパーミント・キャンディー』『銀杏のベッド』『アタック・ザ・ガスステーショ
ン』『春の日は過ぎゆく』『Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ』『エンジェル・スノー』など多数の韓国の映画が日本で上映
された。
１４）『朝日新聞』２００２年７月６日付の「韓日映画フォーラム」（２００２年６月１９日に朝日新聞社主催）報道
記事による。
１５）以上のような事実は、前掲の『東亜日報』電子版の２００２年８月１３日付の記事、「ＹＡＨＯＯ ＣＨＩＮＡ」
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に掲載されている中国の新聞『羊城晩報』の「映画・ドラマの韓流がアジアにブームを引き起こす」
という２００１年１０月１８日付の記事、「ＹＡＨＯＯ ＣＨＩＮＡ」に掲載されている中国の新聞『南方日報』の
「韓流がまたも広州に至る」という２００２年７月５日付の記事、「ＹＡＨＯＯ ＣＨＩＮＡ」に掲載されてい
る上記の『羊城日報』の「『猟奇的な彼女』が流行語になり、『恐韓症』が映画・ドラマ界に蔓延す
る」という２００２年７月１０日付の記事による。ここで『猟奇的な彼女』とは韓国の映画のことであり、
『恐韓症』とは中国サッカー界における韓国を恐れる心理を指す言葉であるが、ここでは映画・ド
ラマ界にもこの言葉を適用している。
１６）韓国の新聞『中央日報』電子版の２００２年９月１９日付の記事「『トイレはどこですか』がベネチアで
審査委員賞特別賞受賞」による。
１７）以上のような事実は、中国を紹介するインターネットホームページ「ｗｗｗ．ｎｉｃｃｈｕ．ｃｏｍ」に掲載
されている、中国語圏の映画・芸能に関する連載コラム『毎週電視』の３１番コラム「韓流」による。
１８）以上のような事実は、韓国を紹介するインターネットサイト『ＡＬＬ ＫＯＲＥＡ』（日本サンスン株式
会社運営）の「韓日合作映画＆ドラマ特集」による。
１９）以上のような事実は、韓国の新聞『中央日報』電子版の２００２年９月１１日付の「『オアシス』ベネチ
アで監督賞、世界の中心へ」という記事による。
２０）以上のような事実は、同上の記事による。　
２１）以上のような事実は、それぞれ『中央日報』電子版の２００２年６月１８日付の「『童僧』、上海映画祭で
脚本賞受賞」という記事、同上新聞電子版の２００２年９月２０日付の「『童僧』、海外映画祭に相次いで
招請を受ける」という記事、同上新聞電子版の２００２年１０月４日付の記事「洪尚秀監督、アジア・太
平洋映画祭『監督賞』に」という記事による。
２２）以上のような事実は、韓国の雑誌『月刊朝鮮』２００１年１１月号（朝鮮日報社刊）の記事「中国と東南
アジアにおける韓流」、『中央日報』電子版の２００１年１１月２７日付の記事「『Ｂａｂｙ ｖｏｘ』、１４度目の中国
ライブコンサート」、前掲のインターネットサイト『ＡＬＬ ＫＯＲＥＡ』の記事「『ピンクル』万里の長
城を超える」による。
２３）以上のような事実は、同上のインターネットサイト『ＡＬＬ ＫＯＲＥＡ』の「５月は『Ｓ．Ｅ．Ｓ』が台湾
を支配？」という記事による。
２４）以上のような事実は、同上のインターネットサイト『ＡＬＬ ＫＯＲＥＡ』の「ＢｏＡ、オリコンチャー
ト２曲同時にＴｏｐ１０」という記事による。
２５）以上のような事実は、同上のインターネットサイト『ＡＬＬ ＫＯＲＥＡ』の「ＢｏＡ、日本のトップ歌
手と全国ツアー」「ＢｏＡ、イギリスの人気グループ『ウェストライフ』とデュエット」「ＢｏＡ、テレ
ビ朝日で放送予定の『イブのすべて』の主題歌を歌う」などの記事による。
２６）以上のような事実は、前掲の『月刊朝鮮』２００１年１１月号（朝鮮日報社刊）の記事「中国と東南アジ
アにおける韓流」、韓国の新聞『朝鮮日報』電子版の連載記事「韓流の中に国の進むべき道がある」
（２００１年８月２６日・２７日・３０日付記事）、韓国の新聞『東亜日報』電子版の２００２年８月１３日付の韓中
修交１０周年特集記事、前掲のインターネットサイト『ＡＬＬ ＫＯＲＥＡ』の記事「金賢珠『ガラスの靴』
履いて韓流スター」などによる。
２７）以上のような事実は、『中央日報』電子版の「韓国産ミュージカル『ギャンブラー』日本進出」と
いう記事、『中央日報』電子版の２００２年９月１３日付の「『ＮＡＮＴＡ』、米ブロードウエーに進出」とい
う記事による。
２８）日本のアメニの制作に韓国人スタッフが加わることが増えているのは周知の事実であり、韓国の漫
画が日本と台湾で連載、または出版されているという事実は、『毎日新聞』電子版の２００１年８月１日
付の「韓国漫画が本格上陸」という記事、韓国の漫画雑誌『漫画朝鮮』電子版の２００２年３月４日付
の「今台湾は韓国漫画のブーム」という記事による。
２９）以上のような事実は、『中央日報』電子版の２００２年１月２２日付の「韓国オンラインゲーム、日本で
人気」という記事、『中央日報』電子版の２００２年５月２日付の「オンラインゲームも『韓流ブーム』」
という記事による。
３０）以上のような事実は、多くのマスメディアにおいて報道されているものであり、ここで具体的な根
拠を提示しなくてもよいと思われる。
３１）以上のような事実は、「ＹＡＨＯＯ ＣＨＩＮＡ」に掲載されている、２００２年８月２３日付の中国の新聞『北
京青年報』の「音楽に始まり、映画・ドラマが後を継ぎ、図書がまたやってくる」という記事によ
る。
３２）五十嵐暁郎編著『変容するアジアと日本―アジア社会に浸透する日本のポピュラーカルチャー』（世
織書房、１９９８）、ｐ．１２～１３。
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